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755 コ ン ポス ト化過 程 の 悪臭低減に 及ぼす温度 の 効果
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【目的】コ ンポス ト化過程は曝生物による有機物分解反応で南るの で発生する悪臭の質と量は、

コ ン ポ ス ト化条件に よ っ て影響 され る可能性があ苟。 本研究で は、コ ンポ ス ト化温度が異なる

ときに コ ンポ ス ト化過 程で 発生する悪臭の 質と量に差が現れるか否かにつ い て 定量的に検討 し

た 。

【実験方法】 コ ン ポス ト原料と して
・
ドッ グフ

ー ドを用い 、 種菌は市販の微生物製剤を用い た。

ドッ グ フ ー ド、お が くず及び種菌 を乾燥重量 比で 10 ：9 ：1 と し 、 pH を 8 ．5 付近、含水率 を約55 ％

に調整 した。
コ ン ポス ト化温度は50 ℃及び60℃ と した。 反応器出P の ア ンモ ニ アはア ンモ ニ ア

トラ ッ プを珊いて捕集し、 中和滴定するこ とによ っ て濃度を求めた 。 ア ン毛 ニ ア トラ ッ プは12

晴間に 1度の間隔で取 り替えた 。 また 、 S系の悪臭物質につ いては旧 に1回行う切り返しの後に

反応器から排出されるガス を採集 し、メチル メル カ プタン 、硫化水素、硫化メチル及び二 硫化

メ チ ル の 4つ の物質につ い て ガ ス ク 囗 マ トグラ フ 分折装置 を用 いて定量 した 。

【結果 と考察】コ ン ポス ト化温度を変化させるこ とで悪臭発生速度の パ ターン に顕著な差が見

られた 。 悪臭の 発生 速度は50 ℃ の コ ンポ ス ト化で は反応初期に高く60 ℃ では反応後半に高くな

るとい う傾向があ っ た 。 測定 した全ての成分で コ ンポ ス ト化期間中に発生する悪臭成分の総量

は 50 ℃の方が60 ℃の 場合よ りも大き くな っ た 。
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756 蕎麦種子よ り分離 したErvinidr属菌の 抗菌活性
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（目的）蕎麦種子よ り分離され る微生 物に は 、 細菌と真菌が含まれ るが 、 細 菌が 非
常に 優勢で あ り 、 か っ 時 間が経過 す る に連 れて真菌が 減少 して い く。 そ こで 、 細 菌
が ある種の 抗菌性物質を生 産 して い る と言 う仮説 を立 て 、 そ の 抗菌姓物質を生産す
る細菌 の 分離 ・ 同定 を行い

、 数種の 微生物に 対す る抗菌性試験 に つ い て 検討 した 。

（方法）蕎麦種子 の 細菌を分離す る た め 、 蕎麦種子を 蒸留水 に浸漬 し 、 その 濾過 液
を普通寒天培地で 培養した 。 分離 した 細菌 を液体培地で 培養 し、メ ン ブ ラ ン フ ィ ル

タ ーに よ る濾過液 で 抗 菌性試 験を行 っ た 。 阻止円を形成 した濾過液の 細菌をBergey
’

sManual 　 of 　Detereninative　Bacteriology （9 版 、 1994 ） に 準拠 して 同定を行
っ た 。

（結果及 び考察 ）Bergey
’
sManual 　of　Determinative　Bacteriology に 準拠 して 同

定を行 っ た結 果 、 分離 され た の は腸内細菌族の EniniaEEに 属す細菌で あ っ た 。 濾
層

過液中の 抗菌性物質は 、 ジ エ チ ル エ ー
テ ル 溶解画分 に移行す る物質で あ っ た 。 また 、

Paper　Disk法 に よ りこ の 物質 は 、　 Escheriehia　coli などの い くっ か の 菌種 に抗菌
活性 を示 す事が 解 っ た 。
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